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渡
島
管
内
長
万
部
町
国く

ん
ぬ
い縫
に
、い
ま
か
ら
３
４
８
年
前
、

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
と
松
前
藩
の
全
面
戦
争
に
な
っ
た
シ
ャ

ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
（
１
６
６
９
年
）
の
古
戦
場
跡
が
あ

る
。
国
縫
川
の
ほ
と
り
、
旧
国
縫
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
片
隅
に
、
真
新
し
い
石
碑
が
建
ち
、
す
ぐ
後
ろ
を
、
Ｊ

Ｒ
函
館
本
線
の
札
幌
行
き
特
急
ス
ー
パ
ー
北
斗
11
号
が
通

過
し
た
。

　

昨
年
10
月
28
日
、
こ
の
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
古
戦
場
跡
碑

の
除
幕
式
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
地
元

の
長
万
部
ア
イ
ヌ
協
会
や
国
縫
自
治
会
な
ど
で
記
念
碑
建

立
の
気
運
が
高
ま
り
、
町
が
応
え
て
こ
の
日
を
迎
え
た
。

公
益
社
団
法
人
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
の
加
藤
忠
理
事
長
、

公
益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
の
中

村
睦
男
理
事
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
ひ
だ
か
ア
イ
ヌ
協
会
の

大
川
勝
会
長
ら
も
出
席
し
た
。
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
碑
文
を

紹
介
し
よ
う
。

「
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
争
」
ク
ン
ヌ
イ
古
戦
場
跡

　

一
六
六
九
（
寛
文
九
）
年
、
和
人
と
の
交
易
の
不
平
等

に
怒
り
を
つ
の
ら
せ
た
ア
イ
ヌ
の
お
さ
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン

が
、
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
全
域
に
呼
び
掛
け
、
呼
応
し
た
ア
イ

ヌ
に
よ
っ
て
軍
を
編
成
、
松
前
藩
に
対
す
る
一
大
軍
事
蜂

起
と
な
っ
た
。

　

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
軍
は
七
月
末
に
は
ク
ン
ヌ
イ
に
到
達

し
、
ク
ン
ヌ
イ
川
を
は
さ
ん
で
、
松
前
藩
と
対
峙
す
る
。

ア
イ
ヌ
の
毒
矢
と
和
人
の
鉄
砲
の
撃
ち
合
い
が
続
い
た
が
、

や
が
て
ク
ン
ヌ
イ
に
指
揮
官
松
前
泰
広
が
合
流
す
る
と
武

力
に
劣
る
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
軍
は
後
退
を
続
け
、
オ
シ
ャ

マ
ン
ベ
か
ら
更
に
本
拠
地
シ
ベ
チ
ャ
リ（
現
新
ひ
だ
か
町
）

ま
で
後
退
さ
せ
ら
れ
た
。
シ
ベ
チ
ャ
リ
に
退
い
た
シ
ャ
ク

シ
ャ
イ
ン
は
松
前
軍
と
の
和
睦
を
よ
そ
お
っ
た
酒
宴
で
殺

さ
れ
、
戦
い
は
収
束
に
向
か
っ
た
。

　

ク
ン
ヌ
イ
川
を
は
さ
ん
だ
こ
の
地
は
、
松
前
を
目
指
し

て
攻
め
寄
せ
た
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
軍
と
松
前
軍
と
の
、
最

大
の
激
戦
地
の
跡
で
あ
る
。

　

こ
の
戦
い
は
、
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
と
中
央
政
権
と
の
主

従
関
係
の
成
立
を
意
味
し
な
い
。

　

そ
れ
は
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
二
度
の
幕
府
直
轄
を
経

て
、
明
治
期
か
ら
の
近
代
法
体
系
の
中
で
漸
次
形
づ
く
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
戦
い
の
勝
ち
負
け
は
、
生
き

方
の
善
し
悪
し
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。

　

こ
の
地
に
眠
る
両
軍
犠
牲
者
の
御
霊
を
鎮
め
、
明
日
を

生
き
る
教
え
の
礎
と
し
て
、
こ
こ
に
碑
文
を
刻
す
。

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
九
月
建
立

長
万
部
町
長　

木
幡
正
志

　

碑
文
は
、北
大
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
の
佐
々

木
利
和
客
員
教
授
の
監
修
で
、歴
史
的
経
過
と
と
も
に「
こ

の
戦
い
は
、
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
と
中
央
政
権
と
の
主
従
関

係
の
成
立
を
意
味
し
な
い
」
な
ど
と
刻
ん
だ
。
関
係
資
料

を
見
る
と
、
蜂
起
し
た
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
軍
は
２
０
０
０

人
。
松
前
軍
の
鉄
砲
は
２
０
０
挺
と
い
う
数
字
が
目
に
つ

い
た
が
、
出
典
の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。
各
地
で
殺
害

長万部町にある「平和祈念館」には、北海道出身の
彫刻家・本郷新の「嵐の中の母子像」「わだつみの
こえ」などの野外彫刻や、丸木位里・俊夫妻の「原
爆の図・母子像」、円空の「観音座像」、室町時代
の仏像やインドなど西域の仏像などが驚くほどたく
さん展示されているから見逃せない

渡島管内長万部町

シャクシャイン古戦場跡
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さ
れ
た
和
人
は
３
５
５
人（『
北
海
道
の
歴
史
』山
川
出
版
）

と
さ
れ
る
が
、
双
方
の
戦
闘
に
よ
る
犠
牲
者
数
な
ど
は
分

か
ら
な
か
っ
た
。
松
前
藩
の
記
録
に
よ
っ
て
作
成
し
た
と

さ
れ
る
年
表
で
は
、
室
町
時
代
の
１
４
５
６
（
康
生
２
）

年
か
ら
江
戸
時
代
の
１
７
８
９
（
寛
政
元
）
年
ま
で
の
３

３
３
年
間
で
24
回
の
「
蝦
夷
蜂
起
」
が
起
こ
り
、
ア
イ
ヌ

３
大
蜂
起
と
さ
れ
る
の
が
、
コ
マ
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
（
１

４
５
７
年
）、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ

シ
ナ
の
戦
い
（
１
７
８
９
年
）
で
あ
る
。

　

こ
の
間
、
松
前
藩
は
、
た
び
た
び
和
睦
の
酒
宴
を
装
っ

て
だ
ま
し
討
ち
を
仕
掛
け
、
戦
い
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が

あ
っ
た
と
い
う
。
ア
イ
ヌ
の
統
率
者
が
容
易
に
だ
ま
し
討

ち
に
遭
う
の
は
、交
易
が
単
な
る
物
品
の
交
換
で
は
な
く
、

交
易
相
手
へ
の
丁
重
で
厳
粛
な
儀
礼
を
伴
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
た
か
ら
で
、

言
葉
を
尽
く
し
た
和

睦
を
持
ち
か
け
ら
れ

る
と
、
一
蹴
で
き
な

い
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
。
何
と
も
、
や

り
き
れ
な
い
気
持
ち

に
な
る
の
だ
が
、「
戦

い
の
勝
ち
負
け
は
、

生
き
方
の
善
し
悪
し

を
意
味
し
て
は
い
な

い
」
と
い
う
碑
文
を

読
ん
で
、
少
し
だ
け

救
わ
れ
た
よ
う
な
気

持
ち
に
な
れ
た
。

国縫川のほとり、旧国縫小学校のグラウンドの片隅に建てられたシャクシャイン古戦場跡碑

町
民
セ
ン
タ
ー
の
「
郷
土
資
料
室
」
に

は
古
地
図
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
る


